
部会活動の紹介
（私たちが考えたSDGｓとは？）

3回のワークショップで視えてきたこと

インフラマネジメント部会



第１日目 6月21日
ワークショップ状況

JFMA関係者の高感度層の認知度はかなり高く、
取り組みに対しても積極的である
まずは、ブレーンストーミングで発散から収束に
言いっぱなしではなく、それぞれ付箋にメモして
説明する この作業が貴重

出席メンバー：中川会長、岩佐副会長、安蘇氏、宮島氏、盛田氏、佐々木氏、
岩本氏、鈴木、事務局：川村氏、佐藤氏

躍動感あ
るワン
ショット

A班

B班



第１日目
ワークショップ
WSシート

このように、SDGｓ＋グリーンインフラ
の全体像を自分の言葉で機能体系図に
表現し、参加者全員が共有した

A班

B班



第２日目 7月27日
ワークショップ状況

前回の機能体系図で振り返り、新
メンバーに説明し、整備共有するが
深堀するほど、ターゲットは、

ターゲットはとジレンマを感じてくる

出席メンバー：佐々木氏、山本氏、岩本氏、安蘇氏、多和田氏、幸野氏、
渡邊氏、鈴木、事務局：川村氏、佐藤氏

物事は、
ばらつき
と繋がり
が常であ
る



もう一つの大事なSDGｓ研究活動の目的と成功基準の共有した
（部会として、個人として、これだと思うところを上げた）

「目的を深堀し、充実させ、
方向性をブレないようにする」

それには、何が必要
かアイデアを
創出する

ODSCで再度目標を確認
してみると



第3日目ワークショップSTEP3
（ターゲット決めと今後の活動）8月3日

事前アンケートからターゲットに向けて
ヒントを探る



そこで登場する、皆さんが提出した事前アンケートを整理すると
共有するターゲットが見えて来た

①他と違うJFMA流のグリーンインフラの見方
②表に出てないメンテナンスの在り方にフォーカス

③やはりワークショップ手法でインハウスも現地も



グリーン
インフラ
を考える

例えば：皆さんのアンケートから整理して
シンプルに機能系統で表現してみたら

F１

F２

F３

具体的な
ターゲット
が見えてき

た



さて、どうする。相互理解から合意形成に向けて

A班 B班
１，身近なグリーンインフラから住みやすいま
ちづくりにつなげる

２，グリーンインフラ建設の好事例は多いがメ
ンテナンスを深堀りしたものが見かけない

３．そこでJFMA流の土木、建築の共存での都
市空間事例での持続可能なメンテナンスを追求
してみる。

４，土木・建築のそれぞれのメンテナンス実務
実績者が、まずは、共創してみる

５，活動の中で各部門の垣根を越えて協働・共
創（産官学民）

F１

F２

F３



良い事例はたくさんあるが、（貯留層、透水性舗装、グリーン化）
持続可能なメンテナンスとみると不都合が見えてくる

都市空間としてグリーンインフラを考えると建物・不動産・道路空間
共存の中で点と面を繋げてメンテナンスをデザインする考え方を身に着ける

これってJFMA流じゃないですか？

歩道の透水性と、植樹ます



例えばこの図は、シンプルで一番わかりやすいですね。

建物
カフェレスト
ラン

現地を見て、その機能は何のため。見方でいろいろ発見する。

快適な
歩道空間とは？

建物・不動産・道路空間
共存の中で



SDGｓで変わるファシリティマネジメント
（タスクフォースレポート）と整合性を確認し、今後の活動に活かす

 SDGｓ導入に一律の「答え」はない。説得力あるストーリーを、各企業・団体が「自分の頭で考えることが必要」

 SDGｓ等に取り組むには、一社で未来を描くのではなく、産官学民の「共創」が不可欠。そのためも共通言語づくりや
目的共有などのプロセスづくりが重要となる。

 目的を設定し、関係者と共有し、共感を引き出すことが不可欠。

 これまでの延長線上にないイノベーションを試行していくための仲間づくりも必要である。多種多様な背景を持つ人た
ちが集まる場で、ビジョンを共創していくことも有効である。

 バックキャスティングで、どんなパートナーとの協働が必要かを考えていく。組織や業界を越えた未来志向の場で、あ
りたい姿を共創していく。

 新しい価値観を探索することを目的とし、専門分野の異なる8人で2グループに分かれて2日間のワークショップ形式で
実施した。コロナの影響もあり短時間での実施となったが、グループ間で対話しながら、多視点からいくつかのキー
ワードを抽出した。

 ここで共通するキーワード ①道路、公共施設を実験場所として活用し持続可能なメンテナンスのリ・デザイン

②学校がハブになり協働ワークショップの実践 ③社会貢献をしようというモチベ―ションではなく、普段の意識・

行動で参加していく。例えば：現地を散策して見えてくるもの。④市民マインドを醸成する。

 企業が社会課題にイノベーションに取組例 ドミノピザが道路補修を（米国で話題に）

民間企業が道路や学校など公共にかかわる。

 静岡市SDGｓウィーク 場・活性化ソフトの力



インフラマネジメント部会のこのワーク
ショップのプロセスは、タスクフォース
レポート2021で推進している「未来洞察
ワークショップ」SDGｓ実践のための共創
の一環を担っている。


